
2006年出十の木簡
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調
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当
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訓
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俊
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内
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長

・
長
橋
重
幸
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村
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遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

遺
跡
の
年
代
　
近
世

。
近
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

伊
勢
町
は
、
親
町
三
町

・
枝

町

一
〇
町
か
ら
な
る
松
本
城
下

町
の
う
ち
、
本
町
か
ら
西
に
分

岐
し
旧
野
麦
街
道
の
起
点
と
な

っ
た
枝
町
で
あ
る
。
市
街
地
の

再
開
発
事
業
に
伴
う
こ
れ
ま
で

の
発
掘
調
査
や
文
献
上
の
記
録

か
ら
、
町
屋
の
形
成
は

一
六
世

紀
後
半
の
小
笠
原
貞
慶
に
よ
る

城
下
町
整
備
ま
で
遡
る
が
、
藩
政
時
代
を
経
て
今
日
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た

町
割
は
、　
一
七
世
紀
前
半
の
小
笠
原
秀
政
の
整
備
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

一　
第

一
一
次
調
査

調
査
地
は
、
城
下
町
絵
図
で
は
町
屋
裏
手
の
浄
林
寺
域
に
あ
た
る
が
、
確
認

さ
れ
た
四
層
の
生
活
面
か
ら
は
建
物

・
土
坑

・
ピ
ッ
ト
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
も

の
の
、
寺
院
に
関
わ
る
も
の
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
代
わ
っ
て
明
治
時
代
に

旧
寺
域
に
設
置
さ
れ
た
旧
開
智
学
校
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
が
第
二
検

出
面
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
は
、
第
二
検
出
面
の
土
坑
四

（廃
棄
土
坑
）
か
ら
六
点
、
同
面
の
遺
物

包
含
層
か
ら

一
点
、
計
七
点
が
出
土
し
た
。
土
坑
四
は
、
南
北
六
ｍ
東
西
六

・

九
ｍ
深
さ
Ｏ

。
六
ｍ
を
測
る
隅
九
方
形
の
大
形
廃
棄
土
坑
で
あ
る
。
木
簡
の
ほ

か
、
覆
土
中
か
ら
は
陶
磁
器
、
木
製
品
が
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。

一
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一
六
次
調
査

こ
の
調
査
で
は
、
伊
勢
町
町
屋
の
背
割
溝
で
あ
る
北
蛇
川
を
確
認
し
た
ほ
か
、

一
人
世
紀
の
生
活
面
を
中
心
に
鍛
冶
関
連
の
遺
構
を
多
数
検
出
し
、
鍛
冶
職
人

の
居
住
が
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
、　
三
ハ
世
紀
後
半
の
生
活
面
で
は

一
七
世
紀
以

降
と
は
異
な
る
町
割
の
様
相
が
窺
え
、
遺
物
に
も
高
級
茶
器
や
刀
装
具
が
含
ま

れ
て
い
る
。
従

っ
て
伊
勢
町
の
形
成
初
期
は
必
ず
し
も
町
人
地
に
限
定
さ
れ
て

い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
形
成
初
期
に
あ
た
る
第
三
検
出
面

（
三
ハ
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
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前
半
ま
で
）
の
上
坑
二
九
か
ら

一
点
、
同
面
の
土
坑
六
か
ら
二
点
、
第
四
検
出

面

（
三
ハ
世
紀
後
半
）
の
廃
棄
土
坑

一
一
か
ら
三
点
、
同
面
の
溝
状
遺
構

一
か

ら

一
点
、
計
七
点
が
他
の
木
製
品
と
と
も
に
ま
と
ま
っ
て
出
上
し
た
。
土
坑
二

九
は
円
形
な
い
し
は
隅
九
方
形
を
呈
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
遺
構
と
と
も
に

直
線
状
に
連
な
る
二
基
の
土
坑
が
近
接
す
る
。
い
ず
れ
も
内
部
に
栗
石
状
の
礫

が
多
量
に
見
ら
れ
、
建
物
の
礎
石
跡
の
可
能
性
が
あ
る
。
土
坑
六
は
焼
土
面
で
、

周
囲
に
炭

・
灰
が
散
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
土
坑

一
一
は
礫
が
多
量
に
含

ま
れ
る
径
五
〇
伽
内
外
の
円
形
土
坑
で
、
建
物
に
伴
う
可
能
性
も
あ
る
。
溝
状

遺
構

一
は
幅
Ｏ

・
八
ｍ
長
さ
六
ｍ
で
、
東
西
に
走
る
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
一
次
調
査

土
坑
四

（第
二
検
出
面
）

ω
　
。
「
ｏ
松
本
尋
趙
輛
詩
小
学
校

女
子
部
　
□
つ
長
　
　
」

【
学

　
平

民
と

。
「　
　
　
　
第
二
□
年
□
□

０

弥
　
吉
野
山
」
　
　
　
　
　
　
ｏ撰
Ю授
『
Ｐ
Ｐ

(5)   (4)

【皮
力
〕

□「□
□

日
□
館
」

□

硼
　
。
「
　
　
　
　
　
渡

上
松
□
□
□
様

米
田
源
次
」

。
「　
　
新
茶
拾
斤
入
□
□
　
」

小
日

回

」

〔
器
力
〕

「⑤
□

「松
本

　

〔行
力
〕

桂
山
口
」

含

∞
９

×

含

じ

×

伽

　

ｏ
∞
μ

∞
い

×

卜
ｏ
×

Ｐ
　

ｏ
μ
μ

（
Ｐ
］
卜
）
×

Ю
ω
×

Ｐ
　

ｏ
∞
Ｐ

∞
∞
×

中
ｏ
Ｘ

Ｐ
　

ｏ
解
解

□   日口

第
二
検
出
面
遺
物
包
含
層

いＷ
　
　
　
「［
日
日
日
Ｈ
日
Ｈ
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μ∞『）×
∞ヽ
×
ヽ
　
ｏ∞Ｐ

ω
～
⑥
は
、
明
治
期
の
旧
開
智
学
校
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ω
②
は

そ
の
記
載
内
容
か
ら
学
校
内
で
使
用
さ
れ
た
木
札
類
と
推
察
さ
れ
る
。
０
～
０

は
荷
札
木
簡
な
ど
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
⑥
の
裏
面
三
行
目
の
文
字
は
、

「展
」
ま
た
は

「食
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
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第

一
六
次
調
査
出
土
木
簡
は
、
松
本
城
下
町
跡
出
土
木
簡
で
も
古
い
段
階
に

位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ω
～
④
は
形
態
や
記
載
内
容
か
ら
荷
札
木
簡

と
考
え
ら
れ
る
。
０
は
人
足
に
関
わ
る
札
。
①
は
建
築
郡
材
や
容
器
な
ど
の
一

部
で
あ
ろ
う
か
。
０
は
上
端
を
尖
ら
せ
る
。
内
容
か
ら
み
て
、
笹
塔
婆
の
上
部

と
考
え
ら
れ
る
。
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